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一
、
は
じ
め
に

今
年
は
、
７
年
目
に
一
度
、
寅
と
申
の

年
に
行
わ
れ
る
、
全
国
諏
訪
神
社
の
総
本

社
で
あ
る
諏
訪
大
社
の
御
柱
祭
の
年
で

す
。
御
柱
は
、
八
ヶ
岳
や
霧
ヶ
峰
の
社
有

林
で
選
ば
れ
、
山
か
ら
里
を
曳
き
、
急
坂

を
落
と
し
川
を
越
え
、
四
社
の
境
内
四
隅

に
建
て
る
ま
で
、
祭
り
は
４
月
か
ら
約

１
ヶ
月
半
に
亘
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
日
本

三
大
奇
祭
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
、
１
２
０

０
年
以
上
も
連
綿
と
受
け
継
が
れ
た
伝
統

文
化
。
豪
快
・
勇
壮
・
迫
力
あ
る
祭
り
で

す
。
是
非
、
見
物
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
そ
の
諏
訪
地
域
に
は
、
江
戸
時

代
、
こ
の
地
を
治
め
、
諏
訪
明
神
の
神こ
う

野や

と
呼
ば
れ
る
御
狩
場
を
開
発
し
て
い
た
高

島
藩
に
何
度
も
献
策
し
、
新
た
に
３
０
０

ha
余
の
新
田
を
拓
い
た
坂
本
養
川
と
い
う

農
業
土
木
技
術
者
が
い
ま
し
た
。
そ
の
養

川
を
長
年
研
究
し
て
い
る
高
校
の
同
級
生

が
中
心
に
な
っ
て
、
昨
年
「
坂
本
養
川
堰

マ
ッ
プ
」
を
製
作
し
た
の
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
図
１
）

二
、
坂
本
養
川
と
堰
マ
ッ
プ

坂
本
養
川
は
、
江
戸
時
代
後
期
、

八
ヶ
岳
西
麓
地
域
の
水
不
足
を
解
決
す
る

た
め
に
、「
繰
越
堰
」
と
い
う
用
水
体
系

を
考
え
、
現
在
の
茅
野
市
を
中
心
に
原

村
・
富
士
見
町
・
諏
訪
市
の
４
市
町
村

に
15
本
の
堰
（
用
水
路
）
を
開
削
し
た
人

で
す
。

繰
越
堰
と
い
う
の
は
、
水
量
が
多
い
北

部
の
川
の
余
水
を
、
順
々
に
南
部
の
水
不

足
地
域
に
送
っ
て
複
数
の
河
川
を
水
路
で

結
び
、
そ
の
沿
線
を
か
ん
が
い
す
る
水
利

シ
ス
テ
ム
で
、
こ
れ
に
よ
り
諏
訪
地
域
の

用
水
体
系
が
再
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

養
川
と
養
川
堰
に
つ
い
て
は
、
平
成

14
年
か
ら
27
年
ま
で
全
国
版
の
小
学
校

社
会
科
の
教

科
書
に
載
っ
て

い
ま
し
た
が
、

現
在
は
記
載
が

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
全
15
堰

の
う
ち
２
堰

（
滝
之
湯
堰
、

大
河
原
堰
）

は
、
平
成
28
年

に
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今

回
、
15
堰
全
体

を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
よ
う

と
、
坂
本
養
川

堰
研
究
会
が
、

県
の
支
援
金
を

得
て
製
作
し
た

も
の
で
す
。（
写

真
１
、
表
１
、

図
２
）

諏
訪
地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た
人

坂
本
養
川　
堰
マ
ッ
プ

赤あ
か

羽は
ね

昭あ
き

彦ひ
こ

長
野
県
農
村
振
興
技
術
連
盟
会
員

図1　坂本養川の開発した15堰

写真1　坂本養川翁像



た
、
い
わ
ゆ
る
落
差
工
で
、
滝
の
下
で
は

自
然
石
を
使
っ
て
減
勢
さ
せ
る
工
夫
が
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
こ
の
滝
に
は
滝
壺

が
あ
り
ま
せ
ん
。（
写
真
２
）

四
、
水
が
め
蓼
科
山
（
女
の
神
山
）

水
量
が
豊
富
な
北
部
の
滝
之
湯
川
の
水

源
は
、
八
ヶ
岳
連
峰
の
最
北
端
の
蓼
科
山

（
２
５
３
１
ｍ
）
で
す
。
蓼
科
山
は
、
深

田
久
弥
の
日
本
百
名
山
№
63
で
、
優
美

な
円
錐
型
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
諏
訪
富

士
や
女め

の
神か
み

山や
ま

と
も
呼
ば
れ
、
八
ヶ
岳
南

部
に
比
べ
森
林
が
多
く
、
湧
水
が
豊
富

で
、
諏
訪
側
だ
け
で
な
く
、
佐
久
側
の
多

く
の
用
水
の
水
源
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

諏
訪
地
方
の
昔
話
で
す
が
、
高
さ
を

競
っ
て
富
士
山
に
負
け
、
頭
が
八
つ
の
峰

に
分
か
れ
低
く
な
っ
た
八
ヶ
岳
の
妻
の
蓼

科
山
が
流
し
た
涙
が
貯
ま
っ
て
現
在
の
諏

訪
湖
が
出
来
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
す
。（
写
真
３
）

六
、
お
わ
り
に

友
人
は
マ
ッ
プ
完
成
後
、
４
市
町
村
の

小
学
校
の
授
業
と
生
涯
学
習
の
講
座
や
見

学
会
、
解
説
員
育
成
で
フ
ル
回
転
で
す
。

授
業
や
講
座
で
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
全
体
を

俯
瞰
し
た
養
川
の
構
想
と
彼
の
チ
ー
ム
の

こ
と
、
そ
し
て
維
持
管
理
し
て
き
た
土
地

改
良
区
な
ど
関
係
者
の
努
力
も
伝
え
て
い

く
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
の
登
録
と
同

様
に
、
今
回
の
マ
ッ
プ
を
通
じ
て
よ
り
多

く
の
人
達
が
地
域
の
宝
物
を
知
り
、
堰
が

将
来
に
亘
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
て
行
く
こ

と
や
、
堰
を
巡
る
企
画
な
ど
健
康
や
観
光

な
ど
様
々
な
形
で
地
域
の
振
興
に
繋
が
っ

て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
茅
野
市
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館

に
「
坂
本
養
川
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
、
映

像
や
図
表
、
模
型
等
で
詳
し
く
展
示
し
て

い
ま
す
。
マ
ッ
プ
は
、
４
市
町
村
の
公
民

館
で
無
料
で
貰
え
、
茅
野
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。

皆
さ
ん
も
御
柱
祭
の
観
光
に
合
わ
せ

て
、
マ
ッ
プ
片
手
に
養
川
堰
と
諏
訪
の
名

所
を
巡
ら
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
諏
訪
の
農
業
用
水
と
坂
本
養
泉
（
１
９
９

８

諏
訪
地
区
農
業
土
木
研
究
会
企
画
、

浅
川
清
栄
執
筆
）

○
信
濃
の
疏
水
（
２
０
１
７

長
野
県
土
地

改
良
事
業
団
体
連
合
会
発
行
、
県
農
地
整

備
課
職
員
執
筆
）

（
２
０
２
１
年
11
月
受
稿
）
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三
、
観
光
名
所
乙
女
滝
は

自
然
の
落
差
工

横
谷
渓
谷
の
乙
女
滝
は
、
観
光
名
所

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
滝
之
湯
川

か
ら
取
水
し
て
い
る
大
河
原
堰
の
一
部
で

す
。
深
い
渓
谷
の
渋
川
を
横
断
さ
せ
る
た

め
に
、
河
岸
の
急
峻
な
崖
を
一
気
に
落
下

さ
せ
、
川
に
落
ち
る
前
に
集
め
た
水
を
水

路
橋
（
築
造
当
時
は
木
製
の
掛
樋
）
で

渡
し
て
い
ま
す
。
岩
盤
を
巧
み
に
加
工
し

表1　坂本養川の開発した15堰

図2　繰越堰の概念図

写真2　大河原堰　乙女滝と掛樋

写真3　日本百名山　蓼科山（女の神山）
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